
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

山 陰 経 済 の 特 徴  

（ 2 0 2 1 年 8 月 改 訂 ）  
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（k㎡、％、％ポイント）

全国 山陰

鳥取県 島根県

全国シェア 全国シェア 全国シェア

総面積 377,975 10,215 2.7 3,507 0.9 6,708 1.8

可住地面積 122,635 2,200 1.8 901 0.7 1,299 1.1

可住地面積割合※1 32.4 21.5 ▲10.9※2 25.7 ▲6.7※2 19.4 ▲13.0※2

（　）は都道府県順位

年平均
気温

降水量 降水日数 雪日数※1 快晴日数※2 年平均
相対湿度

日照時間

16.0℃ 1,537㎜ 151日 38日 13日 75% 1,723時間

（29位） （25位） （5位） （12位） （34位） （6位） （46位）

15.9℃ 1,491㎜ 150日 28日 15日 76% 1,785時間

（30位） （26位） （7位） （14位） （30位） （4位） （43位）

鳥取県

島根県

１.山陰地域の地理、気候、人口の概況 

（１）地理、気候 

■ 鳥取県、島根県の山陰両県（以下、山陰）の総面積は全国の 2.7％で、可住地面積割合

は全国平均を下回る。東西の距離は長く、東京～名古屋間とほぼ同じ。 

■ 中海
なかうみ

（国内面積 5 位<汽水湖としては 2位>）、宍道
し ん じ

湖
こ

（同 7位<同 3位>）とラムサール

条約1に登録された大きな湖、中国地方最高峰の大山
だいせん

（標高 1,729 メートル）、ユネスコ世

界ジオパーク認定2を受けた山陰海岸、隠岐など、豊かな自然環境が存在。 

■ 日本海沿岸を流れる対馬海流（暖流）の影響で、比較的温暖ではあるが、一年を通じて

湿度が高い。冬季は雨・みぞれ・雪を伴う日本海側特有の天候が続き、日照時間は短い。 

▽面積（2019 年 10 月 1 日時点） 
 

 

 

 

 

 

 

 

※1 総面積に占める可住地面積の割合（可住地面積/総面積×100） 

※2 全国との差（山陰または鳥取県または島根県-全国） 

資料：総務省「社会生活統計指標」 

 

▽気象（2019 年） 

 

 

 

 

 

 

 

※1 データの得られない 7県を除く 40 県中の順位 

※2 データの得られない 8県を除く 39 県中の順位 

資料：総務省「社会生活統計指標」 

  

                                                   

1 正式名称は「特に水鳥の生息地として国際的に重要な湿地に関する条約」。両湖は 2005 年 11 月に登録され
た。日本国内における登録湿地数は合計 52 か所（2021 年 6 月末現在<環境省 HP 参照>）。 

2 「ユネスコ世界ジオパーク」は、「国際的に価値のある地質遺産を保護し、そうした地質遺産がもたらした自
然環境や地域の文化への理解を深め、科学研究や教育、地域振興等に活用することにより、自然と人間との共
生及び持続可能な開発を実現することを目的とした事業」（文部科学省 HP より抜粋）。山陰海岸は 2010 年、
隠岐は 2013 年に前身となる世界ジオパークの認定を受けた。日本国内における認定エリアは 9 か所（2021 年
4 月現在<日本ジオパーク委員会 HP 参照>）。 
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（人、人/k㎡、％）

全国 山陰

鳥取県 島根県

全国シェア 全国シェア 全国シェア

総人口 126,226,568 1,225,449 1.0 553,847 0.4 671,602 0.5

人口密度※1 334 120 35.9※2 158 47.3※2 100 30.0※2
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推計値

（2020年＝100）

（２）人口 

■ 山陰の人口は 122 万人と、全国の 1.0％のシェアで、総面積対比で人口が少ない。人口

密度は全国平均の約 1/3 程度。 

■ 人口推移をみると、全国よりも早く、1980 年代半ば頃から人口が減少に転じている。

また、将来人口推計をみると、全国よりもピーク時対比の減少幅は大きい。 

■ 年齢区分別にみても、老年人口割合が島根県 4位、鳥取県 16 位と高い一方、生産年齢

人口割合は、島根県 46 位、鳥取県 36 位と低い。 

▽人口（2020 年 10 月 1 日時点） 
 

 

 

 

 

 

 

※1  総人口/総面積。総面積は 2019 年 10 月 1 日時点。 

※2 全国を 100 とした場合の水準（山陰または鳥取県または島根県/全国×100） 

資料：総務省「令和 2年国勢調査人口速報集計」、総務省「社会生活統計指標」 

 

 

▽人口推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 2020 年の人口は、「令和 2年国勢調査人口速報集計」によるもの。 

資料：総務省「国勢調査」、国立社会保障・人口問題研究所「日本の地域別将来推計人口（平成 30（2018）

年）推計」 
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順位 都道府県 ％ 順位 都道府県 ％ 順位 都道府県 ％

― 全国 12.21 ― 全国 59.87 ― 全国 27.91

1 沖縄県 16.88 1 東京都 65.85 1 秋田県 36.54

2 滋賀県 13.93 2 神奈川県 62.80 2 高知県 34.64

3 佐賀県 13.56 3 愛知県 61.96 3 山口県 33.94

： ： ： ： ： ： 4 島根県 33.76

13 鳥取県 12.53 ： ： ： ： ： ：

： ： ： ： ： ： 16 鳥取県 31.50

17 島根県 12.34 36 鳥取県 55.95 ： ： ：

： ： ： ： ： ： ： ： ：

45 北海道 10.86 45 高知県 54.25 45 愛知県 24.72

46 青森県 10.68 46 島根県 53.86 46 東京都 22.57

47 秋田県 9.81 47 秋田県 53.62 47 沖縄県 21.84

年少人口割合 生産年齢人口割合 老年人口割合

（0～14歳） （15～64歳） （65歳以上）

（人、％）

全国 山陰

鳥取県 島根県

全国シェア 全国シェア 全国シェア

老年人口（65歳以上） 35,486,813 406,157 1.1 176,788 0.5 229,369 0.6

▽老年人口（2020 年 1 月 1 日時点） 

 

 

 
資料：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」 

 

▽年齢 3区分別人口の割合（2020 年 1 月 1 日時点） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「住民基本台帳に基づく人口、人口動態及び世帯数」 
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全国 山陰

鳥取県 島根県

全国シェア
（％）

全国シェア
（％）

全国シェア
（％）

県内総生産（名目）　＜億円＞ 5,655,865 44,398 0.8 19,080 0.3 25,318 0.4

1人当たり県民所得　＜千円＞ 3,317 2,599 78.3※ 2,515 75.8※ 2,667 80.4※

（億円、％、％ポイント）

全国 山陰

鳥取県 島根県
構成比

①
構成比

②
全国差
②－①

構成比 構成比

県内総生産 5,655,865 100.0 44,398 100.0 ─ 19,080 100.0 25,318 100.0
＜全国シェア＞ ─ ─ ＜0.8＞ ─ ─ ＜0.3＞ ─ ＜0.4＞ ─
農林水産業 59,659 1.1 1,045 2.4 1.3 542 2.8 503 2.0
鉱業 4,004 0.1 23 0.1 ▲ 0.0 4 0.0 19 0.1

製造業 1,238,644 21.9 7,159 16.1 ▲ 5.8 2,636 13.8 4,523 17.9

電気・ガス・水道・廃棄物処理業 166,892 3.0 1,886 4.2 1.3 691 3.6 1,195 4.7

建設業 320,801 5.7 3,294 7.4 1.7 1,476 7.7 1,818 7.2

卸売・小売業 704,338 12.5 4,414 9.9 ▲ 2.5 1,976 10.4 2,438 9.6

運輸・郵便業 294,348 5.2 1,950 4.4 ▲ 0.8 837 4.4 1,113 4.4
宿泊・飲食サービス業 141,107 2.5 1,268 2.9 0.4 559 2.9 709 2.8
情報通信業 265,608 4.7 1,436 3.2 ▲ 1.5 613 3.2 823 3.2
金融・保険業 243,035 4.3 1,728 3.9 ▲ 0.4 873 4.6 855 3.4
不動産業 635,033 11.2 4,829 10.9 ▲ 0.4 2,142 11.2 2,688 10.6

426,930 7.5 2,582 5.8 ▲ 1.7 946 5.0 1,635 6.5
公務 249,200 4.4 3,150 7.1 2.7 1,539 8.1 1,610 6.4
教育 210,302 3.7 2,576 5.8 2.1 1,120 5.9 1,456 5.7
保健衛生・社会事業 423,578 7.5 4,964 11.2 3.7 2,147 11.3 2,817 11.1

242,413 4.3 1,802 4.1 ▲ 0.2 829 4.3 973 3.8
小　計 5,625,892 99.5 44,106 99.3 ▲ 0.1 18,931 99.2 25,175 99.4

29,973 0.5 292 0.7 0.1 149 0.8 143 0.6

第1次産業 59,659 1.1 1,045 2.4 1.3 542 2.8 503 2.0

第2次産業 1,563,450 27.6 10,477 23.6 ▲ 4.0 4,116 21.6 6,360 25.1

第3次産業 4,002,783 70.8 32,584 73.4 2.6 14,273 74.8 18,311 72.3

参
考

専門・科学技術、業務支援ｻｰﾋﾞｽ業

その他のサービス

輸入品に課される税等

２．産業 

■ 山陰の県内総生産（名目、2018 年度）の全国シェアは両県を合わせて 0.8％。1人当た

りの県民所得は、全国平均の 8割弱の水準。経済活動別の構成比をみると、「製造業」や

「卸売・小売業」が全国比低い一方、「建設業」や「公務」「教育」「保健衛生・社会事

業」の比率が高い。 

▽県内総生産、1人当たり県民所得（2018 年度） 

 

 

 

 

※ 全国を 100 とした場合の水準（山陰または鳥取県または島根県/全国×100） 

資料：内閣府「県民経済計算」 

 

▽経済活動別 県内総生産（名目、2018 年度） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：内閣府「県民経済計算」 
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(億円、％）

山陰

鳥取県 島根県
全国シェア 全国シェア 全国シェア

4,549 98 2.1 36 0.8 62 1.4林業産出額

全国

（千t、％）

山陰

鳥取県 島根県
全国シェア 全国シェア 全国シェア

海面漁業漁獲量 3,157 175 5.6 86 2.7 89 2.8

全国

（億円、％、％ポイント）

全国 山陰

鳥取県 島根県

構成比
①

構成比
②

全国差
②－①

構成比 構成比

農業産出額 89,387 100.0 1,373 100.0 ─ 761 100.0 612 100.0
＜全国シェア＞ ─ ─ ＜1.5＞ ─ ─ ＜0.9＞ ─ ＜0.7＞ ─
耕種 56,513 63.2 834 60.7 ▲ 2.5 475 62.4 359 58.7

米 17,484 19.6 344 25.1 5.5 151 19.8 193 31.5

野菜 21,515 24.1 307 22.4 ▲ 1.7 213 28.0 94 15.4
果実 8,399 9.4 108 7.9 ▲ 1.5 69 9.1 39 6.4
その他 9,115 10.2 75 5.5 ▲ 4.7 42 5.5 33 5.4

畜産 32,344 36.2 538 39.2 3.0 286 37.6 252 41.2

肉用牛 7,482 8.4 144 10.5 2.1 54 7.1 90 14.7

乳用牛 9,353 10.5 167 12.2 1.7 79 10.4 88 14.4

豚 6,122 6.8 74 5.4 ▲ 1.5 45 5.9 29 4.7

鶏 8,647 9.7 148 10.8 1.1 106 13.9 42 6.9

その他 740 0.8 5 0.4 ▲ 0.5 2 0.3 3 0.5
加工農産物 530 0.6 1 0.1 ▲ 0.5 0 0.0 1 0.2

（１）農林水産業 

■ 山陰の県内総生産に占める農林水産業のウエイトは 2.4％と全国（1.1％）比高め（図

表は前頁）。全国シェアでみると、農業産出額が 1.5％、林業産出額が 2.1％、海面漁業

漁獲量は 5.6％の水準。農業算出額を品目別にみると、「米」や「肉用牛」「乳用牛」「鶏」

の構成比が全国に比べて高い。 

▽農業産出額（2019 年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：農林水産省「令和元年生産農業所得統計」 

 

▽林業産出額（2019 年） 

 

 

 

資料：農林水産省「令和元年林業産出額」 

 

▽海面漁業漁獲量（2020 年、第 1報） 

 

 

 
 

資料：農林水産省「令和 2年漁業・養殖業生産統計」 
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（億円、％、％ポイント）

全国 山陰

鳥取県 島根県
構成比

①
構成比

②
全国差
②－①

構成比 構成比

製造品出荷額等 3,221,260 100.0 20,176 100.0 ─ 7,809 100.0 12,366 100.0
＜全国シェア＞ ─ ─ ＜0.6＞ ─ ─ ＜0.2＞ ─ ＜0.4＞ ─
【主な内訳】
食料品 297,716 9.2 2,278 11.3 2.1 1,572 20.1 706 5.7
飲料・たばこ・飼料 95,918 3.0 372 1.8 ▲ 1.1 243 3.1 129 1.0
繊維 36,889 1.1 499 2.5 1.3 168 2.2 331 2.7
木材・木製品 27,987 0.9 697 3.5 2.6 239 3.1 458 3.7
パルプ・紙 76,793 2.4 1,295 6.4 4.0 986 12.6 309 2.5
プラスチック 129,352 4.0 534 2.6 ▲ 1.4 247 3.2 287 2.3
窯業・土石 76,336 2.4 460 2.3 ▲ 0.1 94 1.2 366 3.0
鉄鋼 177,348 5.5 1,844 9.1 3.6 170 2.2 1,673 13.5
金属製品 159,226 4.9 861 4.3 ▲ 0.7 446 5.7 415 3.4
はん用・生産用・業務用機械 397,194 12.3 1,870 9.3 ▲ 3.1 410 5.2 1,461 11.8

電子部品・デバイス 141,030 4.4 3,922 19.4 15.1 1,474 18.9 2,448 19.8

電気機械 181,969 5.6 1,251 6.2 0.5 870 11.1 381 3.1

情報通信機械 67,113 2.1 2,033 10.1 8.0 258 3.3 1,775 14.4

輸送用機械 679,692 21.1 1,121 5.6 ▲ 15.5 289 3.7 831 6.7

（２）製造業 

■ 製造品出荷額の全国シェアは 0.6％。業種別構成比をみると、「輸送用機械」が全国比

低い一方、「電子部品・デバイス」や「情報通信機械」が同比高い。 

▽製造品出荷額等（2019 年、速報） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：経済産業省「工業統計調査」 

 

（３）建設業 

■ 建設工事元請受注高の全国シェアは 0.6％。発注先別構成比をみると、「民間等」が全

国比低い一方、「公共機関」が同比高い。 

▽建設工事元請受注高（2020 年） 

 

 

 

 

 

 

資料：国土交通省「建設工事受注動態統計調査」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（億円、％、％ポイント）

全国 山陰

鳥取県 島根県
構成比

①
構成比

②
全国差
②－①

構成比 構成比

元請受注高 537,650 ─ 3,432 ─ ─ 1,288 ─ 2,144 ─
＜全国シェア＞ ─ ─ ＜0.6＞ ─ ─ ＜0.2＞ ─ ＜0.4＞ ─

公共機関 174,699 32.5 2,154 62.8 30.3 837 64.9 1,318 61.5

民間等 362,951 67.5 1,277 37.2 ▲ 30.3 452 35.1 826 38.5
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（％）

（４）観光 

■ 都道府県別の宿泊者数について、新型コロナウイルス感染症の影響がない 2019 年で都

道府県別順位をみると、延べ宿泊者数では両県とも下位に位置する。もっとも、外国人延

べ宿泊者数の割合をみると、鳥取県は延べ宿泊者数よりは高い順位となっている。山陰の

外国人延べ宿泊者数の割合の推移をみても、2019 年まで上昇傾向にあった。 

▽都道府県別延べ宿泊者数（2019 年） 

 

 

 

 

 
 

 

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」 

▽都道府県別延べ宿泊者数に占める外国人延べ宿泊者数の割合（2019 年） 

 

 

 

 

 
 

 

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」 

▽山陰の延べ宿泊者数と外国人延べ宿泊者数割合の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：観光庁「宿泊旅行統計調査」 
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　　(％）

うち地銀

・地銀Ⅱ

貸出金 68.0 67.4 12.2 10.5 9.3

 

国内銀行
信  金

農協、漁協

信農連

信漁連
その他

※

（億円、％、％ポイント）

47都道府県合計 山陰

鳥取県 島根県
構成比

①
構成比

②
　

②－①
構成比 構成比

歳入 509,140 100.0 8,384 100.0 ─ 3,512 100.0 4,872 100.0
＜47都道府県合計に占める割合＞ ─ ─ ＜1.6＞ ─ ─ ＜0.7＞ ─ ＜1.0＞ ─
【主な内訳】 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─
地方税 207,036 40.7 1,474 17.6 ▲ 23.1 651 18.5 823 16.9

地方交付税および国庫支出金 145,564 28.6 4,498 53.7 25.1 1,923 54.7 2,576 52.9

うち地方交付税 86,313 17.0 3,175 37.9 20.9 1,352 38.5 1,823 37.4

うち国庫支出金 59,252 11.6 1,324 15.8 4.2 571 16.3 753 15.5

地方債 56,009 11.0 1,143 13.6 2.6 542 15.4 602 12.3

（億円、％、％ポイント）

47都道府県合計 山陰

鳥取県 島根県
構成比

①
構成比

②
　

②－①
構成比 構成比

歳出 493,390 100.0 8,108 100.0 ─ 3,463 100.0 4,645 100.0
＜47都道府県合計に占める割合＞ ─ ─ ＜1.6＞ ─ ─ ＜0.7＞ ─ ＜0.9＞ ─

【主な内訳】 ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─ ─

人件費 125,525 25.4 2,067 25.5 0.0 887 25.6 1,180 25.4
物件費 17,890 3.6 397 4.9 1.3 204 5.9 193 4.2
補助費等 134,728 27.3 1,598 19.7 ▲ 7.6 752 21.7 846 18.2

投資的経費 85,397 17.3 1,930 23.8 6.5 855 24.7 1,075 23.2

うち普通建設事業費 79,502 16.1 1,788 22.1 5.9 751 21.7 1,038 22.3

うち災害復旧事業費 5,895 1.2 142 1.7 0.6 104 3.0 38 0.8

公債費 66,251 13.4 1,348 16.6 3.2 546 15.8 801 17.3

３．財政 

■ 山陰の普通会計の規模は、歳入、歳出とも 47 都道府県合計の 1.6％。構成比をみると、

歳入では国からの財源である「地方交付税および国庫支出金（特に地方交付税）」が、歳

出では「投資的経費（特に普通建設事業費）」が全国比高い。 

▽歳入（2019 年度、普通会計） 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「都道府県決算状況調」 

▽歳出（2019 年度、普通会計） 

 

 

 

 

 

 

 

資料：総務省「都道府県決算状況調」 

４．金融 

■ 山陰に本店を有する金融機関（2021 年 3 月末時点）としては、地銀 2 行（鳥取銀行、

山陰合同銀行）、地銀Ⅱ1行（島根銀行）、信金 6金庫（鳥取信金、米子信金、倉吉信金、

しまね信金、日本海信金、島根中央信金）、信組 1組合（島根益田信組）、農協等がある。 

▽山陰の業態別預貯金、貸出金残高シェア（2020 年 3 月末） 

 

 

 

 

※その他は、信用組合、労働金庫、商工中金、ゆうちょ銀行。 

 

 

 

※その他は、信用組合、労働金庫、日本政策金融公庫、商工中金。 

資料：日本銀行松江支店 
以  上 

　　(％）

うち地銀

・地銀Ⅱ

預貯金 50.9 49.9 8.9 20.2 20.0

その他※国内銀行
信　金

農協、漁協

信農連

信漁連


